
ミンダナオ島に平和を

　政治や宗教のことを書くのはやめたほうがいいといわれ

ます。政治は権力が働き、変化があります。宗教は信仰と

信念が働きます。

　世界の三大宗教は、キリスト教（21億700万人）、イス

ラム教（12億8000万人）、仏教（３億8000万人）と言わ

れます。また、ヒンズー教は８億5000万人と推されます。

　フィリピンはカトリック系で、チボリには教会もあり家

族そろってクリスマスを祝い、お祈りをしています。

　しかし、ミンダナオ・イスラム自治区があり、300万人

の人口で、住民投票で知事を選んでいます。マニラの中央

政府の援助が無くては、環境や教育などを整える資金が足

りないといわれています。かつては、イスラムの聖地と言

われた「抵抗の島」ミンダナオ島です。スペイン、アメリ

カの支配の時代にキリスト教が布教され、現在イスラム教

は１割であろうといわれています。モロ・イスラム解放戦

線（MILF）が不満を募らせ、独立を掲げています。自治

区のカウイ教育相は「イスラム教もキリスト教も神は一つ。

アラーと呼ぶかイエスと呼ぶかの違いです。だからイスラ

ム教の価値観は、すべての宗教に共通する」といっている。

　自治区内の識字率は63％で低い。（平成17年12月2日～

５日東京新聞、中部日本新聞）

　若きゲリラの人たちの不満、反発で闘争があり、外務省

が渡航自粛を伝えている。このため、チボリ訪問も出来ず、

昨年の9月に事務局長が単身訪問し、実状を調査し交流し

たのがやっとです。

　チボリには民族宗教ともいえる自然教があり、連載の民

話に表れています。宗教は絶対者（神）、救済、信仰は共

通です。教義、信念の強さで排他的になりがちです。平和

を願い、安心の生活で皆が生きることは共通の願いです。

　ミンダナオ島に平和を、子どもたちに安心を! !

　　　　　　　　　　　　　　　（編集長　一ノ瀬善秋）

　娘が、我が家の一員に加わったのは、５才10カ月のこ

ろで、翌年小学校入学というときだった。娘は自分の名

前も書けなかったので、私は気も狂わんばかりになって

教え、ようやく入学に間に合わせたことを思い出す。　

　すでに、娘が来る３カ月前に男の子を養子に迎えていた。

このとき息子は2才半。息子が三輪車に乗って道路で遊

んでいたとき、おばあちゃんのお使いで偶然近所に来た

女の子とお友だちになったのがきっかけで、女の子は我

が家の娘となることになった。

　そして、娘が来て２カ月後、今度は知人の和尚さんか

らの電話で、「知っているおばあちゃんの孫で中学2年生

の男子を預かってもらえないか」と頼まれた。「うちは孤

児院ではありません」とお断りしたのだが、和尚さんの「大

家族だと思えばいいよ」と言う言葉と、主人の「こうい

うときでもなければ、世間に恩返し出来ないから引き受

けよう」との言葉で、あっさり引き受けることになり、

半年のうちに3人の子持ちになった。この男子中学生は

もちろん里子としてであった。というのも、自分の意見

をもっている子を親の一存で養子にする

ことに私が反対したからだ。本人は「僕

には父親しかいないので、お父さんの役

にたちたいから」と中学を卒業するとす

ぐ就職し、父親のもとに帰って行った。

高校卒業まで一緒に暮らせると思ってい

たのに、あっけない1年半であった。

　息子はおむつが取れていない。娘は愛

情飢餓からくる頻尿とおねしょの連続で、

洗濯物が山となり、毎日夜中まで洗濯機が回っていた。

目の回るような毎日が、遠い遠い昔の思い出のようにな

った一昨年、チボリの里親の会のことを知り、私たちに

も出来そうと早速入会した。可愛い女の子の写真が送ら

れて来た。それから2年目の昨年11月、チボリニュース

に「どなたか里親になっていただけませんか？」の記事

を見つけ、娘に「あんたも子どもたちの里親になってみ

ない？」と言ったら「うん、いいよ」との返事。

　早速、事務局に電話をして、男の子の写真を送ってい

ただくことになった。娘は知的障害がある子だが、障害

者と健常者が共に働く喫茶室に勤めさせていただいて6年。

ようやく一人前と認められ（普通の人のようには出来て

いないのだが）、頼りにされるようになったことで、本人

も働きがいを感じているらしく、ほっと胸をなでおろし

ているところだ。息子も、ようやく落ち着いて同じ職場

で働くようになり、かつての波乱の連続がうそのよう。

　こうして今度は少しばかりのお金でチボリの子どもた

ちの里親になれ、本当に喜んでいる。かつて、5才で母親

と死別して以来、母親のいない寂しさを思うと、この子

たちを放っておけないと言って、次々と養子・養女を迎

えて来た主人だが、もっと資力があって、私がもっと若

かったら、まだまだ引き取りたかったようだ。

　しかし、こうして今度はチボリの子

どもたちの里親になれて、これから、

また、主人と私の夢がもっとふくらん

でいくのかもしれない。皆が幸せにな

るようにと拾った猫にまで“サッチャ

ン（幸ちゃん）”“ユキチャン（幸ちゃん）”

と名付ける私である。皆が幸せになれば、

私も幸せ。ありがとう。


